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研究成果の概要（和文）：本研究は，高齢者を対象として乳幼児の様々な声や表情によって惹起される心理脳神
経基盤を検証し，得られた知見を基にコミュニケーションロボットの改良に繋げることを目的とする．これま
で，200名以上の女性（若年層出産経験無し，若年層出産経験有り，高齢層出産経験無し，高齢女性層出産経験
有り）を対象として，笑い声，クーイング，泣き声の乳幼児音を聴取した際の心理反応をウェブアンケートベー
スで調査してきた．その結果，高齢者が乳幼児の笑いとクーイング音を聴取した際に，感情の共感性が，若年女
性群より増加することがわかった．この結果は，肯定的な乳児の声における感情共鳴が，年齢と出産経験によっ
て高まることを示唆する．

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to examine the psychoneuropsychological basis of 
the various voices and facial expressions of infants in elderly people, and to improve communication
 support robots based on the findings obtained. So far, more than 200 women (young people: no 
childbirth experience, young people: childbirth experience, elderly people: no childbirth 
experience, elderly women: childbirth experience) have listened to infant sounds of laughter, cooing
 and crying, and their psychological reactions have been investigated using questionnaires. The 
results showed that the correlation coefficients between the self-estimated 
pleasantness/unpleasantness of the infant and the self were higher for laughter and cooing sounds in
 the young women's group (who had given birth) and in the older women's group. These results suggest
 that the degree of emotional resonance in positive infant voices increases with age and experience 
of childbirth.

研究分野： 医療福祉工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
我が国では，高齢者における独居者数や認知症患者数の急増が大きな社会的問題となっている．現在，高齢者の
単独世帯数は500万世帯を超えており，高齢者の社会的孤立が，コミュニケーション量の低下だけでなく，心理
的・社会的フレイルの要因に繋がることが示されている．本研究では，乳幼児の声の聴取による高齢者の心理反
応基盤について調査してきた．具体的には，高齢女性群において，肯定的な乳幼児の声に対する感情の共感性が
増加することを明らかにした．これらの知見は，赤ちゃん型のコミュニケーション支援ロボットによる高齢者と
の触れ合いが“可愛がりたい”“世話をしてあげたい”といった共感性を創出できる可能性を示唆している．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
我が国では，超高齢社会の到来とともに，高齢者における独居者数や認知症患者数の急増

が深刻な社会問題となっている．現在，高齢者の独居世帯数は 160 万を超えており，その
数は今後も増加する見込みである．高齢者の社会的孤立は，単にコミュニケーション量の低
下にとどまらず，心理的・社会的フレイル（虚弱）の主要な要因となり得ることが明らかに
なっている．また，これにより認知症発症リスクの増加にも繋がることが示されている
（Fried et al., J Gerontol A Biol Sci Med Sci. 2001）． 
こうした背景から，近年では高齢者の社会的孤立に対する対策として，コミュニケーショ

ン支援を目的としたロボットの活用が提言されている（Valentí et al., Front Aging 
Neurosci. 2015）．申請者が所属する国立長寿医療研究センターにおいても，いくつかのコ
ミュニケーション支援ロボットが介護施設に導入され，それが被介護者の発話や表情にど
のような変容をもたらすかについての調査が進められている．まだプレリミナリーな段階
ではあるが，初期の結果からは，認知症高齢者において自発的な会話量が増加し，徘徊行動
の減少や日々の不安感の軽減といったポジティブな効果が確認されつつある．これらの成
果は，コミュニケーション支援ロボットが高齢者の精神的健康や生活の質の向上にどのよ
うに寄与するかを示す重要な指標となっている． 
さらに近年では，赤ちゃん型のコミュニケーション支援ロボットの開発も進展している．

これらのロボットは，赤ちゃんとの触れ合いを模倣し，高齢者に「可愛がりたい」や「世話
をしてあげたい」といった感情を喚起することを目的としている．こうしたロボットを通じ
て，高齢者に新たな感情的刺激を与えることで，彼らの精神的豊かさや社会的交流を促進す
ることが期待されている． 
しかしながら，乳幼児との触れ合いやコミュニケーションが高齢者の心理および脳にど

のような影響を与えるかについては，まだ完全に解明されていない．特に，親世代において
確認される乳幼児に対する心理的および脳神経的反応が，世代を超えて高年層においても
共通して存在するのか，またそれがどのように機能するのかについては，今後の研究が求め
られている． 
これらの問いに対する解明は，今後の高齢化社会における高齢者の自立支援やウェルビ

ーイングの実現において重要な指針となるであろう．さらに，高齢化社会におけるロボット
技術の活用は，高齢者の生活の質を向上させるための新たなアプローチとして期待されて
いる．そのためには，高齢者が社会的孤立から解放され，より豊かな日々を送ることができ
るようにするための，効果的なロボット支援策の開発と実証が必要と考える．  
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は，以下の二点に焦点を当てることである． 

 
2.1. 乳幼児の声の聴取によって惹起される心理基盤の検証 
第一に，若年女性および高齢女性を対象として，乳幼児の 3種類の声（泣き声，笑い声，

クーイング）を聴取した際に惹起される自身の快/不快度と，推定される乳幼児の快/不快度
を調査し，乳幼児との共感性に関する心理的基盤を検証することである．特に，出産経験の
有無および世代間の相違に注目し，年代ごとの共通性および差異とともに，出産経験がもた
らす心理反応の変化を網羅的に検討することを目指す． 
 

2.2. コミュニケーション支援ロボットへの展開 
第二に，これらの基礎的知見を基に，高齢者の見守りやコミュニケーション支援を目的と

するロボットの開発戦略について，ワークショップなどを通じてシーズ側と議論し，ロボッ
トの改良提案に繋げることである．さらに，介護施設や独居高齢者におけるロボットの導
入・普及を促進することを目的とする．  
 
 
３．研究の方法 
  
3.1. 乳幼児の声の聴取によって惹起される心理基盤の検証 
1) 対象 
本研究は 252 名の女性のボランティアを対象として，3種類の乳児の声（笑い声，クーイ

ング，泣き声）に対するウェブベースアンケートの回答に対する心理反応を評価した．最終
的に，60 人の若年女性（出産経験あり），60 人の若年女性（出産経験なし），60 人の高齢女



性（出産経験あり），61人の高齢女性（出産経験なし）からなる 241 人の参加者のデータが
解析に用いられた． 
 
2) 音声ファイル 
乳幼児音声ファイルは，笑い声，クーイング，泣き声の 3種類の乳幼児音声から構成され

ている．乳幼児音は，生後 4 ヶ月から 1 歳までの子どもを持つ 14 人の知人から収集した．
知人たちは，デジタルボイスレコーダーまたは iPhone/iPad を用いて，日常生活中の乳幼児
音を収集した．知人には，できるだけ静かな環境で乳幼児の声を録音するよう依頼した．ま
た，ボイスレコーダーを乳幼児にできるだけ近づけるようお願いした．その後，録音された
聴覚データから 3種類の音を手作業で抽出した．続いて，音の長さの影響をコントロールす
るために，15 秒間の音声ファイルを作成し，ノイズ除去機能を使って音量の調整，バック
グラウンドノイズの低減を施した．最終的に，合計 150 個の音声ファイル（笑い声 50 個，
クーイング 50個，泣き声 50個）を選択した． 
 
3) 調査方法 
参加者は，各音声ファイルについて，11 段階のリッカート尺度による 4つの質問（A. 自

己の肯定的価値，B. 自己の否定的価値，C. 乳児の推定肯定的価値，D. 乳児の推定否定的
価値）に回答した．150 のサウンドファイルは，Google フォームにランダムな順序で設定さ
れた．データの質を高めるために，9番目，52 番目，90番目，141 番目の音ファイルには 4
回のキャッチトライアルが設定した．4つのキャッチトライアルのうち，2つは，「すべての
質問に対して，幼児の音の点数の代わりに 0点で答えてください」，他の 2つは「すべての
質問に対して，幼児音の点数の代わりに 10点で答えてください」という音声指示を流した．
したがって，参加者は 4 回のキャッチ試行ですべての質問に 0 か 10 で答える必要がある．
指示が守られなかった場合は，参加者を除外した． 
 

4) 分析 
乳幼児音に関するアンケートに回答する前に，参加者は，(1)子供の数，(2)子供の年齢，

(3)子供の性別，(4)孫の数，(5)子供と同居しているかどうか，(6)子供と会う頻度，質問 5
で「別居している」と答えた場合はその距離，(7)乳幼児への嗜好に関するいくつかの質問
に回答した．乳児の嗜好は 11段階のリッカート尺度（0は「極端に嫌い」，10 は「極端に好
き」）で示した．感情的共鳴を評価するために，音の種類ごとに，自身の価数と，推定され
る幼児の価数との間のスピアマンの相関係数を計算した．離散的なデータであるため，ノン
パラメトリックのスピアマンの相関分析を用いた．さらに，群間で自己の価数または推定さ
れる幼児の価数を比較するため，各個体の音の種類ごとに平均値を算出し，4群全体の個人
スコアを Kruskal-Wallis 検定を用いて検定した． 
 

3.2. コミュニケーション支援ロボットへの展開 
愛知県内の特別養護老人ホーム（２施設）の協力を経て，赤ちゃん型コミュニケーション

支援ロボットの導入を試みた．介護スタッフにロボットの操作方法を説明し，施設入所者へ
の試用や体験を試みた． その際には，介護スタッフから入所者へのロボット使用に対する
感想を聴取するとともに，感情認識人工知能「Affectiva」を用いて，日常生活での入所者
の顔の映像データを記録し，その表情分析から，21 種類の表情と 7 種類の感情変化を定量
的に推定することを目的とした． 
  
 
４．研究の成果 
 
4.1. 乳幼児の声の聴取によって惹起される心理基盤の検証 
1) 乳児に対する嗜好の群間比較 
Kruskal-Wallis 検定による乳児嗜好性の分析では，群間で有意差が認められた（p < 

0.001）．若年群における乳幼児への選好は，経産婦の方が，未産婦よりも有意に大きかった
（p < 0.001）．一方，高齢層において乳幼児に対する選好は，経産婦と未産婦の間に差はな
かった（p = 0.212）． 
 

2) 感情共鳴（乳幼児の声の聴取に対する自身の快/不快度と，推定される乳幼児の快/不快
度間の相関係数） 

Kruskal-Wallis 検定を用いて，自身の価数と推定される幼児の価数との相関係数を分析
した結果，笑い声において群間で有意差が認められた（p < 0.001）．さらに，その相関係数
は，若年未産婦よりも若年経産婦の方が高く（p < 0.001），若年層よりも高齢層の方が高か
った（経産婦：p = 0.006；未産婦：p < 0.001）． 



 
3) 乳幼児の声の聴取による自身の快/不快度 
初めに，笑い声の聴取による自身の快度について Kruskal-Wallis 検定を用いて分析した

結果，群間で有意差が認められた（p < 0.001）．笑い声に対する快度は，若年経産婦の方が
若年未産婦よりも有意に高かった（p < 0.001）．高齢層においても，同様の傾向が存在した
（p = 0.060）．一方，経産婦と未産婦の比較では，世代による差はみられなかった． 
次に，クーイングの聴取による自身の快度に関して分析した結果，群間で有意差が認めら

れた（p = 0.006）．若年群は，経産婦の方が未産婦よりも有意に大きかった（p = 0.023）．
高齢層においては，経産婦と未産婦の間で差がなかった（p = 0.123）． 
第三に，泣き声の聴取に対する自身の不快度について分析した結果，群間で有意差を示し

た（p = 0.004）．若年群における不快度は，経産婦よりも未産婦の方が有意に大きかった（p 
= 0.005）．一方，高齢群における不快度は，経産婦と経産婦の間に差はなかった． 
 
4.2. コミュニケーション支援ロボットへの展開 
上記の研究によって見出した基礎的知見を元に，愛知県内の特別養護老人ホームに赤ち

ゃん型のコミュニケーション支援ロボットを導入した．さらに，入所者の表情やコミュニケ
ーションの変化過程を抽出するため，感情認識人工知能「Affectiva」を用いて，日常生活
での顔の表情の映像データから，21種類の表情と7種類の感情変化を定量的に分析できた． 
今後は，これらの表情評価ツールを活用して，赤ちゃん型コミュニケーション支援ロボッ

トを含むロボットと高齢者との触れ合いの中で起きるコミュニケーションおよび表情変容
過程を追跡するための縦断研究を展開したい．また，これらの実証研究を通じて，介護現場
における支援ロボットの導入と普及に貢献したいと考えている． 
最後に，国立長寿医療研究センター主催の産学連携ワークショップを開催し，以上の研究

によって得られた知見をシーズ側にフィードバックすることができた．このようなワーク
ショップを継続することで，高齢者の見守りやコミュニケーション支援を目的とした新し
いロボット開発戦略を立案することを目指す． 
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